自己を語る文学の過去と現在――自伝・日記・オートフィクション（小倉孝誠）


講演要旨
人が自己を語る文学として代表的なのが、自伝と日記です。自伝は、作者が過去を回想しながら自分の人生をたどる物語形式であるのに対し、日記は、その日その日の出来事やさまざまな想いを綴る記録である、という違いはありますが、人が自分の生を問いかけるという点では共通しています。一般に理解されるような意味での自伝と日記がフランスで誕生したのは、18世紀末から19世紀初頭にかけてのことです。なぜ、この時代だったのか？　そこには人間の内面性、私生活、個人と社会をめぐる考え方の大きな変化がありました。この講演ではその歴史的背景に触れてから、まず近現代の作家たち（ルソー、スタンダール、サンド、ボーヴォワールなど）がなぜ、どのようにして自伝を書いたのかを、ジェンダーの問題を視野に入れながら考えます。続いて、アミエルなどの日記を取りあげて、日常的な営みとして日記を書くことの意味を問います。そして最後に、21世紀の現在、自伝や日記がどのような様相を呈していて（たとえばアニー・エルノー）、どのように研究されているかに言及します。

